
1平成29年論文式会計学〔午前〕

≲ 1≳

（会　計　学）
1第 問 答 案 用 紙

2526270829① Ｋ7―1Ｋ7―

1
2

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問題 1

Ｐ製造部門への配賦額 � 円

Ｑ製造部門への配賦額 � 円

問 1

Ｐ製造部門への配賦額 � 円

Ｑ製造部門への配賦額 � 円

問 2

問 3

問 4

Ｐ製造部門への配賦額 � 円

Ｑ製造部門への配賦額 � 円

問 5

Ｐ製造部門への配賦額 � 円

Ｑ製造部門への配賦額 � 円

問 6

Ｐ製造部門への配賦額 � 円

Ｑ製造部門への配賦額 � 円

メンテナンス部門費配賦差異 � 円 �（　　　　　　　）差異

問 9

問 7

問 8

問10



2平成29年論文式会計学〔午前〕

（会　計　学）
1第 問 答 案 用 紙

2526270829① 評　　　　点Ｋ7―3Ｋ7―

≲ 2≳

問題 2

2
2

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問 4 ⑴　原価差異の処理方法

考え方 最も適切と考える処理

考え方①

考え方②

⑵

Ａ

Ｂ

Ｃ

⑶

問 1 ①変動費予算差異 � 円（　　　 ）差異

②固定費予算差異 � 円（　　　 ）差異

③能率差異 � 円（　　　 ）差異

④操業度差異（不働能力差異） � 円（　　　 ）差異

問 3

問 2 仕掛品（製造間接費）

月初仕掛品原価� （　　　　　　） 完成品製造原価� （　　　　　　）

当月製造間接費 正常減損費および正常仕損費�（　　　　　　）

　　変動費� 3,800,000 　 異常減損費および異常仕損費�（　　　　　　）

　　固定費� 5,920,000 　 標準原価差異総額� （　　　　　　）

月末仕掛品原価� （　　　　　　）

� （　　　　　　）　 � （　　　　　　）

（単位：円）
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（会　計　学）
第 問 答 案 用 紙

2526270829 Ｋ7―5②

2
1
2

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問題 1

問 1

問 2

設問 1
⑴　�［代替案 1］のキャッシュ・フローの正味現在価値の�  

合計額 � 百万円
⑵　�［当初案］に対する［代替案 1］のキャッシュ・フローの�  

正味現在価値の合計額の増加額（又は減少額） � 百万円

設問 1
代替案の選択 ［代替案 1］　　［代替案 2］　　［代替案 3］ 　（いずれかを○で囲むこと。）

設問 2
⑴　キャッシュ・フローに係る項目の番号 1 ．　  2 ．　  3 ．　  4 ．　  5 ．

（いずれかを○で囲むこと。）
⑵　上記⑴における選択の根拠の説明

⑶　�上記⑴に係る各代替案のキャッシュ・

フローの合計金額又は金額

［代替案 1］　　　　　　　　百万円
［代替案 2］　　　　　　　　百万円
［代替案 3］　　　　　　　　百万円

設問 2
⑴　継続又は遊休の選択 継続　　遊休　　（いずれかを○で囲むこと）
⑵　意思決定の根拠となる説明

⑶　�キャッシュ・フローの正味現在価値の�  

合計金額 � 百万円
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（会　計　学）
第 問 答 案 用 紙

2526270829 評　　　　点Ｋ7―7Ｋ7―②

≲ 2≳2
問題 2

2
2

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問 1

問 2

問 3

問 4

問 5

内部振替価格 � 円

⑴　原価差異の名称 ⑵　原価差異の金額 � 円

製造事業部の営業利益 � 円 販売事業部の営業利益 � 円

設問 3

設問 1
⑴ （　　　　　　　　）円

⑵

設問 2
⑴の場合 ⑵の場合

日本：税引後利益 � 円 � 円
Ｘ国：税引後利益 � 円 � 円




